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【手続補正書】
【提出日】平成28年12月26日(2016.12.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　使用者の望む形状を衣服に与える目的のために内側に少なくとも１つのステーが取り付
けられ、使用者が形作り得る輪郭を備える衣服であって、
　前記衣服は、
　外側部および内側部を含む、左側のプラケット領域および右側のプラケット領域であっ
て、それらのうちの少なくとも一方が前記外側部と内側部の間に配置される内部区画を有
する、左側のプラケット領域および右側のプラケット領域を含み、
　前記左側および右側プラケット領域の中のそれぞれは、衣服の首穴において終端する上
端部を含み、
　前記ステーの少なくとも１つは、前記左側または右側のプラケット領域に形状を与える
ために、前記少なくとも１つの内部区画の中に配置され、
　前記左側または右側のプラケット領域の少なくとも一方は、前記内部区画に導く開口部
を有し、それを通り抜けるように前記ステーを受容し、
　前記開口部は、前記プラケット領域の内側部、側部、上端部、または下端部に配置され
、
　前記少なくとも１つのステーは、全体として平らで、前記左側または右側プラケット領
域の上端部に配置される上方遠位端を有し、
　前記衣服は、ジャケット、シャツ、ポロシャツ、スポーツシャツ、ボタン付きシャツ、
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ブレザー、スーツジャケット、ジッパーフロントジャケット、ジッパーフロントシャツ、
コート、セーター、およびハイカラーのシャツ、ジャケットまたはコートからなる群から
選択された１つであることを特徴とする衣服。
【請求項２】
　請求項１に記載の衣服であって、前記少なくとも１つのステーは、その長手軸と平行な
方向を向くチャネルを規定する切除部を有することを特徴とする衣服。
【請求項３】
　請求項２に記載の衣服であって、前記チャネルは球根状の凹みに接続されることを特徴
とする衣服。
【請求項４】
　請求項３に記載の衣服であって、前記少なくとも１つのステーは、前記チャネルで分離
された第１の付属部および第２の付属部を有することを特徴とする衣服。
【請求項５】
　請求項４に記載の衣服であって、
　前記ステーは、鉄系または非鉄材料で形成され、金属、ステンレス鋼、プラスチック、
ガラス繊維、炭素繊維、チタニウム、およびアルミニウムのうちの少なくとも１つを含み
、
　前記ステーは、前記少なくとも１つの内部区画の中に配置されているときに、衣服のボ
タンまたはボタン穴に当接係合し得るキャッチを有し、
　前記第２の付属部は前記第１の付属部より長いことを特徴とする衣服。
【請求項６】
　請求項４に記載の衣服であって、
　前記左側または右側のプラケット領域のいずれか１つの中に配置される前記少なくとも
１つのステーは、第１体と、前記第１体に平行に位置付けられる第２平行体を含み、
　前記第１体および前記第２平行体は、前記同じ内部区画の中に受容され、ボタン、前記
プラケット領域のボタン穴、平行な縫い目、および折り畳み縁部からなる群から選択され
た少なくとも１つによって分離されることを特徴とする衣服。
【請求項７】
　請求項１に記載の衣服であって、
　まっすぐな縁部が前記少なくとも１つのステーの長手軸に対し直角である、
　衣服。
【請求項８】
　請求項５に記載の衣服であって、
　さらに、前記第１の付属部に結合する本体を含み、
　前記第１の付属部は前記本体より長い、
　衣服。
【請求項９】
　請求項１に記載の衣服であって、
　チャネルが２つの凹みを接続する、
　衣服。
【請求項１０】
　請求項１に記載の衣服であって、
　第２の付属部が、内側に向けて曲がる端部を有する、
　衣服。
【請求項１１】
　請求項１に記載の衣服であって、
　第２の付属部が第１の内側に向く湾曲部および第２の内側に向く湾曲部の間に配置され
た直線部を含む内側縁部を有する、
　衣服。
【請求項１２】
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　衣服のプラケットに形状を与えるプラケットステーであって、
　本体と、
　前記本体と結合する第１の付属部と、
　前記本体と結合し、前記本体より長い第２の付属部と、
　前記第１および第２の付属部の間に配置される切除チャネルと、
　左側または右側のプラケット領域の少なくとも一方は、前記左側または右側のプラケッ
ト領域の内側部と外側部の間に配置される内部区画に導く開口部を有し、それを通り抜け
るように前記プラケットステーを受容し、
　前記左側および右側プラケット領域のそれぞれは、衣服の首穴において終端する上端部
を含み、
　前記開口部は、前記プラケット領域の内側部、側部、上端部、または下端部に配置され
、
　前記プラケットステーのすべての部分は、単一の平坦材料から作られている、
　プラケットステー。
【請求項１３】
　請求項１２に記載のプラケットステーであって、
　前記第２の付属部は、基礎部分と、中間部分と、終端部分を含み、前記基礎部分は前記
中間部分より狭い、
　プラケットステー。
【請求項１４】
　請求項１３に記載のプラケットステーであって、
　前記基礎部分は湾曲した内側縁部を含む、
　プラケットステー。
【請求項１５】
　請求項１４に記載のプラケットステーであって、
　前記終端部分はもう１つの湾曲した内側縁部を含む、
　プラケットステー。
【請求項１６】
　請求項１４に記載のプラケットステーであって、
　前記中間部分は前記基礎部分より長く、中間部分に渡って等しい幅を有する、
　プラケットステー。
【請求項１７】
　請求項１２に記載のプラケットステーであって、
　前記第２の付属部は、その終端部分において、内側に湾曲する外側縁部を有する、
　プラケットステー。
【請求項１８】
　請求項１２に記載のプラケットステーであって、
　前記第２の付属部は、前記本体より長い、
　プラケットステー。
【請求項１９】
　請求項１２に記載のプラケットステーであって、
　前記本体は２つの直角のコーナーによる直線状の終端部を有する、
　プラケットステー。
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